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分子が運動量の和となっており、
運動量が保存するなら、重心の速度が不変であることを
示してい

今回ははじめの速度が0なので、ずっと速度が0であり、
ずっと同じ場所にいるといえるのだ。

また、このようについひのように式変形できる技術も重要、
今回の（1）とGtをかけることでもひかくの変換ができること
を示している がつくとできている.解説の別解の計算）


